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～	どろんこになって		悪戦苦闘	～

◦長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
◦児童手当の現況届提出
◦遊水プール 鏡 オープン

主な内容

地域に学ぶ　田植え体験学習



（

保
険
証（
被
保
険
者
証
）

平
成
20
年
８
月
１
日
か
ら
保
険

証
（
被
保
険
者
証
）
が
変
わ
り
ま

す
。（
19
年
中
の
所
得
な
ど
を
基

礎
と
し
て
算
定
し
、
自
己
負
担
割

合
を
決
定
し
ま
す
）

７
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証

（
薄
い
緑
色
）
が
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
配
達
記
録
郵

便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い

る
保
険
証
（
薄
い
エ
ン
ジ
色
）
は

７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
必
ず
新

し
い
保
険
証
で
診
療
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

保　
　

険　
　

料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て

保
険
料
を
算
定
し
、
賦
課
を
行
い

ま
す
。

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
お
よ
び

納
付
方
法
の
通
知
を
役
場
税
務
住

民
課
か
ら
送
付
し
ま
す
。

▽
保
険
料
の
軽
減
措
置

◦
低
所
得
世
帯
の
人
に
対
す
る
軽
減

被
保
険
者
、
同
一
世
帯
の
世
帯

主
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
他

の
被
保
険
者
の
所
得
の
合
算
額
の

状
況
に
よ
り
、
被
保
険
者
均
等
割

額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、
該
当
さ

れ
る
人
に
は
軽
減
措
置
を
行
っ
た

後
の
額
を
通
知
し
ま
す
。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
※

被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
対
す

る
軽
減

資
格
取
得
時
か
ら
２
年
間
に
わ

た
り
、
被
保
険
者
均
等
割
額
を
５

割
軽
減
し
、
所
得
割
は
賦
課
し
ま

せ
ん
。

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
は
時
限

措
置
と
し
て
、
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
保
険
料
は
無
料
と
な
り
、
10

月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
保

険
料
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
軽
減
措
置
を

行
っ
た
後
の
保
険
料
額
を
通
知
し

ま
す
が
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
で
軽
減
措
置
が
行

わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
、
役
場
税
務
住
民
課
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
、
企
業
の
健
康
保
険
組

合
に
よ
る
健
康
保
険
、船
員
保
険
、

公
務
員
の
共
済
組
合
な
ど
の
こ
と

を
い
い
、
町
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
組
合
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

▽
保
険
料
の
減
免
、
徴
収
猶
予

災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
や
生
活

困
窮
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著

し
く
困
難
な
人
（
お
お
む
ね
生
活

保
護
基
準
に
準
じ
る
程
度
の
場
合
）

は
、
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
減
免
や
徴

収
猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

役
場
税
務
住
民
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
保
険
料
の
徴
収

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則

と
し
て
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
人
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た

１
回
当
た
り
の
天
引
き
額
が
、
年

金
の
１
回
当
た
り
の
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
納
付

書
や
口
座
振
替
な
ど
で
納
付
し
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

◦
特
別
徴
収

特
別
徴
収
と
な
る
人
は
、
保
険

料
額
決
定
通
知
書
と
10
月
以
降
の

年
金
支
給
月
ご
と
に
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
額
を
通
知
し
ま
す
。

※
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
場
合
、
入
院
さ
れ
た
場
合
な

ど
に
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

役
場
税
務
住
民
課
ま
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

長寿 医 療 制 度
の

お 知ら
せ

▽保険料の算定
保険料額は被保険者均等割額および所得割額の合計額となります。

保険料額 ＝ 被保険者
均等割額 ＋

所　得　割　額
｛平成１９年中の総所得金額－基礎控除額
（３３万円）｝×所得割率

平成２０年度および平成２１年度の保険料率

被保険者均等割額 所得割率 ※原則、県内均一の保険料率ですが、従来の度会町１
人当たり平均老人医療費が、県全体の１人当たり平均
老人医療費と比較して、２０％以上低く抑えられてい
るため、度会町は不均一保険料率が適用されています。３２, ７９６円 ６. ０６％

期 高 齢者 医 療 制 ）度後

�広
報わたらい（№ 515）



◦
普
通
徴
収

普
通
徴
収
と
な
る
人
は
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書

お
よ
び
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

長
寿
医
療

健
康
診
査
に
つ
い
て

平
成
20
年
７
月
下
旬
以
降
に
受

診
券
な
ど
を
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
送
付
し
ま
す
。

▽
目
的　

生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病

な
ど
）
の
早
期
発
見
の
た
め

▽
受
診
期
間　

８
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間

▽
受
診
場
所　

病
院
・
診
療
所
な

ど
▽
受
診
方
法　

７
月
下
旬
以
降
に

送
付
す
る
受
診
券
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
自
己
負
担
額

◦
住
民
税
課
税
世
帯
の
人５

０
０
円

◦
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

２
０
０
円

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
ま
ち
の
高
齢
者
に
敬
老
の
意
を
表
し
、
老

人
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
高
齢
者
敬
老
祝
金
等
交
付
要
綱
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
去
る
５
月
１
日
、
１
０
０
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
て

い
る
、
山
本
時
子
さ
ん
（
棚
橋
）、
山
口

五
郎
さ
ん
（
麻
加
江
）、
小
林

と
よ
の
さ
ん
（
川
口
）、
奥
村
あ
さ
ゑ
さ
ん
（
川
口
）、
井
口
光
雄
さ
ん
（
南

中
村
）
の
５
名
を
訪
問
し
、
町
長
か
ら
祝
金
と
ほ
う
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
、
い
ず
れ
の
方
も
お
元
気
で
、
散
歩
を
し

た
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
し
て
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
内
５
名
の
方
に
お
祝
い

山本時子さん（棚橋）

小林とよのさん（川口）

井口光雄さん（南中村）

奥村あさゑさん（川口）

山口菊五郎さん（麻加江）

普通徴収の納期
納　　期

第１期 ７月

第２期 ８月

第３期 ９月

第４期 １０月

第５期 １１月

第６期 １２月

第７期 １月

第８期 ２月

第９期 ３月

特別徴収の徴収月
徴　収　月

第１回 　４月
第２回 　６月
第３回 　８月
第４回 １０月
第５回 １２月
第６回 　２月

特別徴収額の算定方法

１０月・１２月・２月
の年金天引き額 ＝

平成２０年度保険料
（平成１９年中の所
得を基礎）

－

４月・６月・８月の
年金天引き額

（平成１８年中の所
得を基礎とする仮徴
収額）

▽
問
合
先　

県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
業
課
（
☎
０
５
９

︱
２
２
１
︱
６
８
８
３
、
６
８

８
４
）
ま
た
は
役
場
税
務
住
民

課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
２
）

長 寿 医 療 制 度 （ 後 期 高 齢 者 医 療 制 ）の お 知 ら せ度
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町
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
・
抄
本
、
納
税

証
明
書
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
交
付

事
務
を
町
内
の
各
郵
便
局
に
委
託
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

郵
便
局
で
証
明
書
を
請
求
で
き
る
人
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。
代
理
人
に
よ
る

請
求
は
本
人
の
委
任
状
や
印
鑑
が
あ
っ
て
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

請
求
の
際
に
本
人
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
書
類

を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先

◦
納
税
証
明
書
に
関
す
る
こ
と　
　
　

税
務
住
民
課
税
務
係︵
☎
６
２
︱
２
４
１
４
︶

◦
そ
の
他
の
証
明
書
に
関
す
る
こ
と　

税
務
住
民
課
住
民
係︵
☎
６
２
︱
２
４
１
１
︶

（表１）取り扱い郵便局および窓口取扱時間
取扱郵便局 窓口取扱時間

内 城 田 郵 便 局 月曜日～金曜日
午前９時～午後４時

（土・日曜日、祝日、
年末年始は除く）

一 之 瀬 郵 便 局
度会小川郷郵便局
度 会 中 川 郵 便 局

（表２）取り扱う証明書の種類および請求できる人
証明書の種類 請求できる人 手数料（注１）

戸籍の全部事項証明（戸籍謄本） 請求する戸籍に記載されている人 ４５０円戸籍の個人事項証明（戸籍抄本）
住民票の写し（世帯全員）

本人または同一世帯の人
２００円／５人

住民票の写し（一部）

２００円

住民票記載事項証明書（注２）

戸籍の附票の写し 請求する戸籍の附票に記載され
ている人

印鑑登録証明書 本人のみ（印鑑登録証をご持参
ください）

納税証明書（納税証明書、所得
証明書、児童手当用所得証明書、
町・県民税課税証明書）

本人のみ ２００円

（注１）手数料は 1 件あたりの金額で、役場窓口で交付を受ける場合と同額です。 
（注２）会社や学校などが作った専用の用紙で証明するものは役場窓口でしか取り扱いでき

ません。

（表3）本人確認書類
本人確認書類の種類 戸籍の証明書 戸籍以外の証明書

ア　官公署発行の写真付証明書
（運転免許証、パスポート、写真付住民基本台帳カードなど）１点提示

１点提示上記アの書類をお持ちでない人は
イ　官公署発行の写真のない証明書
（健康保険証、共済組合員証、年金手帳など）

ウ　写真付の社員証、写真付の学生証など

イを 2 点または
イとウを 1 点ずつ提示

エ　その他適当と認める書類
（クレジットカード、貯金通帳など） 対象外 ２点提示

・本人確認書類をお持ちでない人は、郵便局窓口での請求ができません。

７
月
１
日
よ
り

住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄
抄
本
・
納
税
証
明
書
な
ど
町
内
各
郵
便
局
の

窓
口
で
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！
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児
童
手
当
の
受
給
者
に
は
、
毎

年
６
月
中
に『
児
童
手
当
現
況
届
』

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。こ

の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
）
の
場
合

年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
勤
務

先
の
わ
か
る
も
の
）

◆
申
請
者
が
平
成
20
年
１
月
１
日

以
降
町
内
に
転
入
さ
れ
た
場
合

前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

※
前
住
所
地
の
区
市
役
所
、
町
村

役
場
の
税
務
課
で
取
得
し
て
く
だ

さ
い
。児

童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
幼
い
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽
支
給
の
対
象

12
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校

６
年
生
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
人
（
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
）

▽
支
給
額
（
月
額
）

◆
３
歳
未
満
の
児
童

一
律　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

◆
３
歳
以
上
の
児
童

第
１
子　
　
　

５
，
０
０
０
円

第
２
子　
　
　

５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
，
０
０
０
円

▽
支
給
時
期

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
・
６

月
・
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
所
得
制
限
限
度
額

受
給
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額
は
年

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

現
況
届
に
添
付
し
て

い
た
だ
く
書
類

現
況
届
に
必
要
な
書
類
は
５

月
末
に
各
該
当
者
へ
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

辻本　正さんが瑞宝小綬章を受章

去
る
５
月
７
日
、
県
庁
で
春
の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
辻
本
正
さ
ん
が
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
勲
章

と
勲
記
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

辻
本
さ
ん
は
、
公
立
高
等
学
校
長
や
県
議
会
議
員
を

４
期
16
年
務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
、
教
育
、
地

方
自
治
の
分
野
に
お
い
て
従
事
さ
れ
、
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、

豊
富
な
経

験
や
見
識

を
郷
土
の

た
め
に
生

か
し
て
い

た
だ
き
た

い
も
の
と

願
い
ま
す
。

お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

児童手当の現況届
～ 提出期限は６月30日 ～
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▽
営
業
日

６
月
29
日
（
日
）・
７
月
５
日

（
土
）・
６
日
（
日
）・
12
日
（
土
）・

13
日
（
日
）・
19
日
（
土
）
～

８
月
31
日
（
日
）

▽
営
業
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
町
内
の
小
学
生
は
在
学
証
明
書
、

中
学
生
は
学
生
証
を
入
場
時
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
低
学
年（
１
～
３
年
生
）

の
児
童
は
、
付
添
（
大
人
）
が
必

要
で
す
。

※
町
内
の
小
学
生
低
学
年
の
付
添

は
１
人
の
み
２
０
０
円
で
す
。

▽
問
合
先　

遊
水
プ―

ル
鏡
（
☎

６
３
︱
０
０
０
５
）
ま
た
は
町

教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎
６
２

︱
２
４
２
２
）

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
内
の
『
遊

水
プ
ー
ル
鏡
』
が
、
６
月
₂₉
日
か
ら

８
月
₃₁
日
ま
で
営
業
し
ま
す
。

６
種
類
の
プ
ー
ル
が
揃
う
本
格
的

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
で
楽
し
く
遊
び
ま

せ
ん
か
。

※
悪
天
候
の
場
合
や
、
水
温
な
ど
が

基
準
に
達
し
な
い
場
合
は
、
期
間
内

で
あ
っ
て
も
営
業
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

遊水プ－ル 鏡　利用料金
区　　分 町　外 町　内

入
場
料

当
日
券

大　人 800円/回 800円/回

中学生 500円/回 200円/回

小学生 500円/回
平日 無　料

土曜・日曜・祝日
8/9～8/17 200円/回

乳幼児（就学前） 300円/回 300円/回

小学校低学年
の付添 800円/回  200円/回

（保護者 1 人のみ）

（
₁₁
回
券
）

回
数
券

乳幼児 3,000円 3,000円

小中学生 5,000円 －

一般（大人） 8,000円 8,000円

ロッカー使用料 200円/回

遊水プール 鏡

6月29日（日）オープン

さ
き
の
度
会
小
学
校
開

校
に
あ
た
り
、
清
水
倬
児

さ
ん
（
伊
勢
市
）、
大
西

久
司
さ
ん
（
棚
橋
）
か
ら

ご
寄
贈
、
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

町
長
よ
り
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
倬
児
さ
ん（
伊
勢
市
）

﹁
千
字
文
﹂
の
書

大
西
久
司
さ
ん
（
棚
橋
）

金
１
，０
０
０
，０
０
０
円

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書

は
、
度
会
小
学
校
玄
関
に

飾
ら
れ
、
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
お
金
は
、「
小
中
学
校

の
図
書
に
使
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

清水 倬児さん大西 久司さん

清
水
倬
児
さ
ん
、
大
西
久
司
さ
ん

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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▷問合先　役場福祉保健課
　　　　　☎６２－１１１２

６月４日～10日は、歯の衛生週間です！

よい歯のコンクールの審査および表彰
▷開催日時　６月１５日（日）

午前９時３０分～１１時３０分
▷開催場所　ハートプラザみその（伊勢市御薗町）
▷内 容　親と子のよい歯のコンクールの審査および

表彰や、よい歯の児童・生徒の審査および
表彰、歯・口の健康に関する図画・ポスター
コンクールの表彰

歯・口の健康に関する図画・ポスター入選作品展
▷開 催 日　６月１９日（木）午後から６月２２日（日）

まで
▷開催場所　生涯学習センターいせトピア１階

ふれあい広場（伊勢市）
▷開 催 日　６月２６日（木）、２８日（土）、

７月１日（火）
▷開催場所　伊勢市高柳商店街展示会場

無料歯科検診、無料歯科矯正相談
▷開催日時　６月１５日（日）午前１０時～正午
▷開催場所　ハートプラザみその（伊勢市御薗町）
▷対 象　町内在住の人
※無料歯科検診は予約不要、無料歯科矯正相談は予約が
必要で、６月受付開始、先着２０名までとなります。

食育に関するコーナー、調理実演
▷開催日時　６月１５日（日）午前１０時～正午
▷開催場所　ハートプラザみその（伊勢市御薗町）
▷対 象　町内在住の人

お口の健康に関するコーナー
▷開催日時　６月１５日（日）午前９時３０分～正午
▷開催場所　ハートプラザみその（伊勢市御薗町）
▷対 象　町内在住の人

▷衛生週間事業に関する予約および問合先
伊勢地区歯科医師会（☎２４－１９０４）

※受付時間　月曜～金曜　午前９時～午後４時

お口や歯は、おしゃべりをする、食事を楽し
んでおいしく食べる、表情をつくるなど、
心豊かな生活を送るために欠かせないものです。
あなたは今、むし歯や歯をみがくと血が出る
ことなど、ありませんか？
この機会に、ご自分のお口のようす、またお
子さんのお口のようすを観察してみましょう！

多数のご参加、

おまちしております！

「ありがとう　いつもはたらく　歯に感謝」

歯の衛生週間事業が
開催されます

� 広
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その8

『住み慣れたこの町で、いつまでもいきいきと暮らそう』

地域包括支援センターだより

お
口
の
健
康
か
ら介

護
予
防

し
っ
か
り
か
め
て
、
食
事
を
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
は
と
て
も

楽
し
い
こ
と
で
す
。
口
を
開
け
、

会
話
を
楽
し
み
、
声
を
出
し
て
笑

う
と
心
身
と
も
に
爽
快
に
な
れ
ま

す
。し

か
し
、
お
口
の
健
康
が
保
た

れ
て
い
な
い
と
、
食
べ
る
楽
し
み

を
持
て
な
か
っ
た
り
、
人
と
の
交

流
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
低
栄

養
状
態
に
な
っ
た
り
し
て
、
元
気

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、

脳
を
刺
激
し
て
認
知
症
の
予
防
に

な
り
、
お
口
の
手
入
れ
は
、
歯
の

病
気
や
口
臭
を
防
ぎ
ま
す
。
さ
ら

に
舌
や
ほ
お
な
ど
の
筋
肉
を
鍛
え

る
と
、
飲
み
込
む
力
を
高
め
、
食

べ
物
を
気
管
に
飲
み
込
む
こ
と
で

起
こ
る
肺
炎
（
誤
嚥
性
肺
炎
）
も

防
げ
ま
す
。

「
お
口
の
健
康
教
室
」開

催
中

町
で
は
、
一
般
の
高
齢
者
と
特

定
高
齢
者
（
※
「
特
定
高
齢
者
」

に
つ
い
て
は
『
広
報
わ
た
ら
い
』

４
月
号
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
対

象
に
、
お
口
の
健
康
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

①
一
般
高
齢
者
の
教
室
（
地
区
巡

回
）

歯
科
医
師
に
よ
る
講
話
と
お
口

の
体
操
な
ど
で
す
。
町
内
を
巡
回

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、

歯
科
医
師
に
よ
る
講
話
と
お
口
の

体
操
な
ど
で
す
。
今
年
度
は
６
地

区
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
。

②
特
定
高
齢
者
の
教
室
（
町
保
健

セ
ン
タ
ー
）

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
と
お

口
の
体
操
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か

個
別
に
お
口
の
健
康
相
談
、
手
入

れ
の
指
導
な
ど
を
１
期
４
回
シ
リ

ー
ズ
で
実
施
し
ま
す
。

教
室
の
お
問
い
合
わ
せ
は
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
問
合
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
︱
１
１
１
８
）

一般高齢者の教室

特定高齢者の教室

『
お
口
の
健
康
教
室

～
お
口
の
健
康
で

食
事
を
美
味
し
く
！

会
話
を
楽
し
く
！
～
』
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毎日の口腔の手入れを欠かさずに
◦歯をみがくときは、歯と歯ぐきの境目に歯
ブラシの毛先をあてて、時間をかけててい
ねいにみがく

◦歯だけでなく舌や頬の内側もきれいにする
◦入れ歯ははずしてみがく

口腔の体操を習慣にしよう

犬
の
所
有
者
は
、
法
律
に
基
づ

い
て
犬
を
取
得
し
た
日
か
ら
30
日

以
内
（
生
後
90
日
以
内
で
あ
れ
ば

90
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
）
に
町

に
犬
の
登
録
申
請
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

登
録
は
生
涯
に
１
回
で
す
が
、

引
っ
越
し
た
と
き
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
と
き
、
ま
た
死
亡
し
た
と

き
は
届
が
必
要
で
す
。

登
録
の
済
ん
だ
犬
に
は
鑑
札
を

交
付
し
ま
す
。

▽
登
録
手
続
き

登
録
料

１
頭
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

※
印
鑑
不
要

愛
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
時
は

「
飼
い
犬
の
鎖
が
外
れ
て
姿
が

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
散

歩
中
離
れ
て
し
ま
っ
て
行
方
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」　

迷
い
犬
と
し
て
保
護
を
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
連
絡
先
が
わ
か
る
よ
う

に
、
首
輪
に
迷
子
札
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

◦
フ
ン
の
後
始
末
は
き
ち
ん
と
し

ま
し
ょ
う

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
は
飼

い
主
の
義
務
で
す
。
周
り
の
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
き
ち
ん
と

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ

う犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
苦
情
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い

の
犬
に
驚
い
て
転
倒
し
ケ
ガ
を
し

た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
飼
い
主
の
責

任
に
な
り
ま
す
し
、
ど
ん
な
に
お

と
な
し
い
犬
で
も
犬
が
苦
手
な
人

に
と
っ
て
は
怖
い
も
の
で
す
。

▽
受
付
お
よ
び
相
談
窓
口

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
︱

２
４
１
３
）

犬
を
飼
う
と
き
は

飼
い
犬
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

～ 

鑑
札
は
犬
の
戸
籍 

～

実践！ お口の機能を高めよう
や
っ
て
み
よ
う
！
お
口
の
運
動

早
口
言
葉

※
そ
れ
ぞ
れ
３
回
ず
つ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

•
生
麦　

生
米　

生
卵

◦
赤
パ
ジ
ャ
マ　

黄
パ
ジ
ャ
マ　

青
パ
ジ
ャ
マ

◦
お
綾
や
親
に
お
あ
や
ま
り

◦
こ
の
竹
垣
に　

竹
か
け
た
の
は

　

竹
立
て
か
け
た
か
っ
た
か
ら　

竹
立
て
か
け
た

◦
か
え
る
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ　

み
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ

　
　
　

あ
わ
せ
て
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ　

む
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ

歯みがきの
ついでに

歯ブラシで、頬の内側の筋肉を
マッサージしましょう。

1

しっかりかんで食べよう
食べ物の食感（舌ざわり、歯ごたえ）を楽しもう。疲れたり筋肉痛
を起こしたりしないように、少しずつかむ力をきたえることが大切

食べる姿勢に気をつけよう
◦上体を起こし、あごを引いた姿勢が誤って気道
内に入りにくい

◦テーブルはひじがゆったりと乗るくらいの高さ
にする

家族や友人とのおしゃべりを大切に
話すことは舌、くちびる、頬、のどなどの運動に
なる

歌を歌ったり、早口言葉を言ったりする
◦歌うことは話すこと以上に口の運動になる
◦早口言葉で口やその周りの運動機能をさらにきたえよう

2

3

4

5

6

◦口を閉じたまま頬
をふくらませたり
すぼめたりする

◦口を大きく開けて
舌を出したり引っ
込めたりする

◦舌を出して上下、
左右に動かす

地域包括支援センターだより
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

◎春の遠足
５月９日、全学年春の遠足が行われました。今年も校舎制の一環行事として生徒の校舎間交流

のため、１･２年生は合同遠足が行われました。
１年生は南勢校舎と合同で『合歓の郷』へ行きました。午前中は「携帯ストラップ創り」に挑戦しま

した。基本の結び方を紹介してもらったあと、好みの紐とビーズを使って思い思いに個性豊かなストラッ
プを創りました。午後は芝生広場で４つのチームに分かれて「スポーツレクリエーション」を行いました。
“河童の川流れ”“ムカデ競争”“大縄跳び”など５種目をチーム対抗で競いました。優勝した

青組には豪華な賞品が、２位以下のチームにも参加賞が配られ、
全員大満足でした。

２年生も１年生同様南勢校舎と合同で『伊賀の里モクモクファーム』へ行きました。南勢校舎
との混合班をつくり、午前中は木の名称を調べながらの「オリエンテーリング」、午後は体験学
習で「ソーセージつくり」を行いました。体験学習は慣れない作業で材料との悪戦苦闘でしたが、
南勢校舎の生徒ともうちとけ、楽しく取り組むことができました。

３年生は京都にある『私のしごと館』へ行きました。自分の体験したい職業を事前に選び、当
日はそれぞれの場所に分かれて体験しました。看護師の体験では、聴診器を使って自分の心音を聞きました。小型製品組立の体
験では、リカちゃん人形の組み立てを体験しました。ほかにも美容師や介護士など１５の職業に分かれてそれぞれ体験しました。
進路選択を考える上でこの日の体験を生かしていければと思います。

◎茶摘み体験（１年生）
４月３０日、初夏を思わせるような晴天の中、１年生８０名が茶摘み体験をしました。総合学習「地域に学ぶ」の第１弾として、

棚橋宮川河畔沿いの茶園で行われました。この日は度会小学校の児童も訪れていて、児童と向かい合っての茶摘み体験になりました。
事前学習ではお茶の栽培方法やお茶の効能などを学習し、この日は茶業組合の清水さんから新芽の摘み取り方の要領とコツを

教えていただいてから、早速茶摘み体験をしました。３０分ほどの体験のあと、事前学習の中での疑問点などを質問し、清水さ
んから丁寧に答えていただきました。

生徒たちが摘み取ったお茶の葉は、翌日新茶として学校に届けていただきました。次の総合学習の時間に実習する茨餅ととも
に、新茶を味わうことになっています。

◎今年も充実‼（陸上競技部）
平成２０年度陸上競技のシーズン幕開けとなる国体１次選考競技会が、４月１９日から２０日まで県営陸上競技場で行われま

した。昨年度大活躍した本校陸上競技部の投てきブロックが新入部員も加わり更に充実。好スタートを切り今後の活躍を期待さ
せています。結果は次のとおりです。
少年男子砲丸投 
４位　山本大紀（２年･港中出身）１３ｍ９２ 自己新
５位　南　星人（２年･文岡中出身）１３ｍ８３
少年男子円盤投
２位　南　星人　４３ｍ１５ 自己新
８位　山本　大紀　３６ｍ９９
高校１年円盤投　１位　田中良典（１年･度会中出身）３８ｍ１３　自己新
少年ハンマー投　３位　山根勇人（３年･度会中出身）４７ｍ８７　自己新
少年女子砲丸投　８位　西村理絵（１年･南島中出身） ９ｍ３５　自己新

さらに５月１０日から１１日まで、県高校春季陸上競技大会が、同じ
く県営陸上競技場で行われました。結果は次のとおりです。
少年男子砲丸投　４位　南　星人　１３ｍ３７
少年男子円盤投　２位　南　星人　４２ｍ７８
　　　　　　　　６位　山本　大紀　３７ｍ７４
少年ハンマー投　３位　山根　勇人　４７ｍ４５

入賞は逸したものの自己記録を更新した選手もおり、次はいよいよ県
総体です。各種目６位入賞者が東海総体に出場できます。応援よろしく
お願いします。

vol. ₃₇

６月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
× ○ ○ ○ × × ×
8 9 10 11 12 13 14
× ○ ○ × ○ × ×
15 16 17 18 19 20 21
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
22 23 24 25 26 27 28
× ○ ○ × ○ × ×
29 30
× ○

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了

承ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さん

に開放しています。

合歓の郷

私のしごと館
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本校舎では、下記の目指す学校像（基本理念）のもと、人権
ＬＨＲや総合的な学習の時間で体系的に、人権・同和教育の学
習をしています。

目指す学校像（基本理念）
①自分を大切にし、他人の大切さも認め、互いに共感できる心

を育成する。
②人権の意義や内容について理解し、一人ひとりの生徒が健康

保障、学力・進路保障上の課題について自ら学び、自ら考え、
主体的に判断し解決する力を育む。

③家庭や地域との連携を図り人権教育の効果を高める。

行動計画
◆１学年：自尊感情の育成と他の人との共感
◦ＬＨＲで『いじめ問題』『部落問題学習』を学習する。
◦自分の大切さとともに他の人の大切さも認め、一人ひとりが

取り組める課題を整理し、クラス・学年の活動を通じ、人権
感覚を高める。

◦部落差別問題については、歴史的な課題から、現在も残る差
別やその取り組みについて、正しい知識と理解を深める。
◆２学年：人権に関する正しい知識と人権感覚の育成
◦総合学習『地域と福祉』、ＬＨＲで『しょうがい者差別』を

中心に学習する。
◦総合学習では、保育所・特別支援学校・高齢者施設・社会福

祉協議会・手話・陶芸に分かれて交流し、また沖縄への修学
旅行を通じて平和学習に取り組む。

◦特に総合学習の大部分の時間は交流や体験から福祉を学び、
正しい知識と理解を深め、社会で起こる人権問題を指摘し、
互いに行動できる姿勢を育てる。

◆３学年：人権が尊重される社会づくりに向け、自ら行動でき
る人権感覚の育成

◦総合学習『学習から自立へ』とＬＨＲを使い、人権問題を自
らの生活につなげて学習する。

◦進路目標を明確にさせ、適性・能力が正当に評価された進学・
就労保障を目指す。

◦統一応募用紙の全国的な取り組みや、保護者欄の削除などに
よる不適切な質問について学習する。

◦男女共同参画、命の大切さなど、社会に存在するさまざまな
差別意識や差別問題、人権尊重の精神を十分に理解し、差別
の解消を目指す。
▷問合先　南伊勢高等学校度会校舎人権・同和教育推進係奥田 肇

（☎６２－１１２８（代）、FAX ６２－１１４１）

リレー連載	 No.18

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／南伊勢高等学校度会校舎

ケアハウス彩幸との交流手 話 の 講 義

11 広
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去る４月２７日と２９日の両日、
松阪市内で第８回中日新聞社旗争奪
小学生ソフトボールＭＩＫＵＭＯ大
会が開催されました。

参加した度会エンペラーズは、決
勝戦まで勝ち進み、決勝戦では、打
線もうまくつながり快勝。見事優勝
を果たしました。

去る４月３０日、度会小学校３年生９８

人と南伊勢高校度会校舎１年生８０人が一

緒に新茶摘みを体験し、交流を深めました。

地域に関心や誇りを持ち、地場産業を通

じて学んでもらおうと始められたこの新茶

摘みは、１０年以上続く体験学習となり、

中村英子さん（棚橋）の茶畑をお借りして、

小学生と高校生が向き合うように並び、か

ごや袋へ黄緑の新葉を一つひとつ丁寧に摘

み取りました。
「おもしろいけど、うまくよう取らん」

と無邪気に摘む児童を前に、コツをつかん

だ高校生たちが微笑みながら、見守る姿が

印象的でした。
この日、子どもたちが摘んだ茶の一部は、

中村さんが製茶して、両学校に贈られました。

「地域に学ぶ」
新茶摘みを体験

「地域に学ぶ」
新茶摘みを体験

度会エンペラーズ　小学生ソフトボール
ＭＩＫＵＭＯ大会で優勝！

度会エンペラーズ　小学生ソフトボール
ＭＩＫＵＭＯ大会で優勝！
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PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る５月１１日、ルネッサンスの森を会場に、小萩地区主催による『しいたけ菌打ち体験』が開催されました。
あいにくの天候にもかかわらず、大勢の人が参加されました。
いせしま森林組合の皆さんの指導のもと、参加した皆さんは「こうやってしいたけの栽培をするなんて知りませんでした」と新鮮な表情で、菌打ちに没頭していました。

菌打ちを終えたあと、小萩地区の皆さんが作ってくれたおにぎりや豚汁、秘密基地研究会によるダッチオーブンを使ったしいたけをはじめとした焼き野菜料理が参加者、スタッフに振る舞われ、一つのことをみんなで達成した一体感がありました。
来年の秋まで預け育てられるほだ木は、次回のイベントで参加者各自に返却されることとなって

おり、皆さんはほだ木に会えることを楽しみに帰路につきました。

自然に触れる
しいたけの菌打ち体験

自然に触れる
しいたけの菌打ち体験

去る４月１３日、早朝から猟友会度

会支部（小岸政裕支部長）の会員５４

人の皆さんにより、カラスとカワウの

一斉駆除を実施していただきました。

町や県の有害鳥獣捕獲許可のもとに、

鳥獣による農作物や魚類などへの被害

を少しでも軽減しようと実施され、こ

の日は、カラス１０羽とカワウ２羽を

駆除していただきました。

会員の皆さんには、期間を定めてイ

ノシシやシカ、サルなどの駆除にもご

協力をいただいています。

ありがとうございました。

カラスとカワウの一斉駆
除を実施カラスとカワウの一斉駆
除を実施

13 広
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お知らせ 
INFORMATION 

6
June

町内小中学校では、町民の皆さんに開かれた学校づく
りを目指しています。

統合後の小学校や中学校のようす、子どもたちのよう
すをぜひご覧ください。
▶前期開放日時

６月３０日（月）～７月２日（水）
午前９時から午後３時まで随時

※ただし、水曜日は正午までです。また、学年により町
営プールで学校水泳を行う日があります。
▶開 放 校　度会小学校、度会中学校
▶対 象 者　度会町内にお住まいの成人
▶そ の 他
・駐車場や学校の出入口は、各校の案内に従ってくださ

い。
・受付で名簿に名前などの記入をお願いします。
▶問 合 先　町教育委員会事務局（☎６２－２４２２）

町立学校の参観をどうぞ

町民の皆さんからご意見をお聞きし、町行政に反映さ
せたいと思いますので、ぜひご参加ください。
中之郷区
▶開催日時　７月５日（土）午前９時～１１時
▶開催場所　中之郷生活改善センター
栗原区
▶開催日時　７月５日（土）

午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　清光寺
川口区
▶開催日時　７月２６日（土）午前９時～１１時
▶開催場所　安心寺
立花区
▶開催日時　７月２６日（土）

午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　立花公民館
※公務により、やむを得ず予定を変更する場合がありま
すので、ご了承ください。
▶問 合 先　役場政策調整室（☎６２－２４２３）

町長との『ふれあいトーク』を開催

各保育所では、保育所園児と未入所幼児の第１回交流
会を開催します。
▶開催日時　６月２０日（金）

午前 9 時３０分～１１時（雨天決行）
▶開催場所　町内各保育所
▶参 加 者　町内在住の保育所入所前のお子さんと保護者
▶問 合 先　長 原 保 育 所（☎６４－００２２）

棚 橋 保 育 所（☎６２－００７４）
中之郷保育所（☎６２－００７０）

未入所幼児との交流会を開催

▶開催日時　７月２日（水）
午前１０時～１１時３０分ごろ

▶受付時間　午前９時４５分～
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　子育て中の人
▶定 員　２０人
▶申込期限　６月２０日（金）まで
▶託 児　あり
▶持 ち 物　上靴、タオル、お茶
▶申込・問合先　町子育て支援センター

　　（☎６３－００７０）

お母さんのためのリフレッシュ講座『３Ｂ体操』を開催

伝承あそび教室『おじいちゃん・
おばあちゃんとあそぼう‼』を開催

▶開催日時　６月２３日（月）
午前１０時～１１時３０分ごろ

▶受付時間　午前９時４５分～
▶内 容　おてだま、おりがみ、こままわしなど
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない１歳以上のお子さん

とその保護者
▶定 員　２０組
▶申込期限　６月１７日（火）まで
▶申込・問合先　町子育て支援センター

　　（☎６３－００７０）

買ってすぐ使わなくなった子供服やおもちゃ、捨てる
には惜しい日用品や衣料品などを持ち寄って、誰でも無
料で持ち帰れるリサイクルの会を開催します。
▶開催日時　６月２９日（日）　午後１時～４時３０分
▶開催場所　町民体育館
※出品を希望する人は、６月２６日（木）までに申し込
みください。なお、持ち帰りのみを希望する人は、申し
込み不要です。
▶申込・問合先　町地域交流センター内

　　町子育てボランティアの会
　　（☎６３－００７０）

リサイクルの会を開催
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【児童図書】
・図説　恐竜の時代
・紙の工作大百科１～３
・プカプカチョコレート島１～５
・ことりのうち
・ほんとにほんと
・わすれられないおくりもの

他１１３冊
【ビデオ】
・世界遺産　１～３６
▶問 合 先　町地域交流センター（☎６３－００７０）

新着図書のご案内

狩猟免許試験
第１回
▶免許の種類　網猟免許、わな猟免許、第１種銃猟免許、

　第２種銃猟免許
▶試 験 日　７月２日（水）午前９時３０分～午後５時
▶試験会場　県総合文化センター（津市一身上津部田）
▶申込期限　６月２５日（水）まで
第２回
▶試 験 日　８月３日（日）午前９時３０分～午後５時
▶試験会場　県吉田山会館（津市栄町）
▶申込期限　７月２８日（月）まで
第３回
▶試 験 日　８月２４日（日）

午前９時３０分～午後５時
▶試験会場　県吉田山会館（津市栄町）
▶申込期限　８月１８日（月）まで
▶提出書類　狩猟免許申請書、受験票、医師の診断書、

住民票抄本
▶受験手数料　・初 心 者　５, ３００円

　・一部免除者　４, ０００円
▶試験科目　知識試験、適性試験、技能試験
▶申込・問合先　県森林環境部自然環境室（☎０５９－

２２４－２５７８）または伊勢農林水
産商工環境事務所森林・林業室森林保
全課（☎２７－５１８３）

予備講習会
▶開催日時　・６月２１日（土）午前９時１０分～

・７月１９日（土）午前９時１０分～
▶開催場所　県総合文化センター男女共同参画センター

セミナー室Ａ
▶対 象 者　２０歳以上
▶申込・問合先　三重県猟友会度会支部事務局（役場産

業建設課）（☎６２－２４１６）また
は（社）三重県猟友会（☎０５９－２
２８－０９２３）

狩猟免許試験と予備講習会を開催

度会町食生活改善推進協議会では、減塩料理講習会を
開催します。

ぜひ、ご参加ください。
▶開催日時　６月２４日（火）午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶申込期限　６月１８日（水）まで
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

減塩料理講習会を開催

試　　　験
▶試験日時　１０月２６日（日）　午前１０時～正午
▶試験会場　三重大学（津市栗真町屋町）、県熊野庁舎（熊

野市井戸町）
▶受験申込受付
・調 理 師 試 験　８月　１日（金）～１１日（月）
・製菓衛生師試験　８月１２日（火）～１８日（月）
受験説明会
▶開催日時　７月１５日（火）　午前１０時～、午後２

時～
▶開催場所　県伊勢庁舎会議棟１階　第３会議室
▶問 合 先　県伊勢保健所保健衛生室衛生指導課

（☎２７－５１５１）

調理師・製菓衛生師試験を開催

放送大学は、自宅で学べる通信制の大学です。
放送大学では、平成２０年度第２学期（１０月入学）

の入学生を募集します。
▶応募期間　６月１５日（日）～８月３１日（日）
▶問 合 先　放送大学三重学習センター

（☎０５９－２３３－１１７０）

放送大学学生を募集

６月８日から１４日は危険物安全週間です。
気温が高くなる夏は、石油類の蒸気が発生しやすく、

事故が起こりやすい時季です。
自動車などの燃料は、私たちの生活になくてはならな

い大変便利なものですが、取り扱いを誤ると火災や爆発
など重大事故を引き起こす可能性が高いものです。

これらの事故を未然に防止するため、危険物を取り扱
うときには細心の注意を払いましょう。

危険物取り扱いに注意を

15 広
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シリーズ 

今夜の夕食 今夜の夕食 

３歳６か月児
健 診

保　健　情　報 

●問い合わせは、役場福祉保健課（☎6�−111�）まで●

７月１６日（水）
受付：午後０時１５分～
　　　０時３０分
場所：町保健センター
対象：平成１６年１１・１２

月生まれのお子さん

※口座振替日は、６月２７日
（金）です。預貯金残高の確認
をお願いします。

▶開催日時
６月１３日（金）・２７日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階 第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－２４
１３）または伊勢・度会地区障
害者相談支援センター『ブレス』

（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター
『ブレス』巡回相談

町 県 民 税　第１期

国民健康保険税　第２期

７月１６日（水）
受付：午後０時４５分～１時
場所：町保健センター
対象：◦　２か月児健診　平成２０年５月生まれのお子さん

◦　７か月児健診　平成１９年１２月生まれのお子さん
◦１２か月児健診　平成１９年７月生まれのお子さん

育 児 相 談
（保健相談）

７月４日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までお子さん

乳 児 健 診

6月の町税

今月は、塩とうまく付き合う食事です。し
そ、三ツ葉、生姜、ねぎ、セロリ、パセリな
ど香りの高い野菜を細かく刻んで混ぜたり、
ごま、ピーナツ、くるみなどをふりかけたり、
和えたりすると薄味でもおいしく食べられま
す。また、煮物より焼き物にして、その香ば
しさで塩分が減らせます。

度会町食生活改善推進協議会

塩とうまく付き合う食事　かつおのパン粉焼き

❶パン粉・青じそみじん切り・にんにくのみじん切り
を混ぜる。

❷かつお８切れは、塩・こしょうで下味をし、小麦粉・
溶き卵・①の順に適量をまぶす。

❸フライパンにオリーブ油を熱し、②を入れ、２～３
分かけてゆっくり焼く。

❹③を器に盛り、塩ゆでしたスナップえんどうと、く
し形に切ったトマトを添える。

材料（４人分）
パン粉 大さじ４
青じそみじん切り 大さじ２
にんにく ２片
かつお（８切れ） ２８０ｇ
塩 小さじ２分の１
こしょう 少々

小麦粉 適宜
溶き卵 １個
オリーブ油 小さじ４
スナップえんどう ２４本
塩 小さじ８分の１
トマト ３分の２個

作
り
方
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おくやみ

おめでた 

４月中に届出のあった方	（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
三宅　凌

りょうせい

生 克典 棚　橋
御村　悠

ゆう

里
り

 靖 脇　出
浦田　慎

しん

梧
ご

 訓宏 中之郷
岡村　一

ひ

優
ゆう

 有真 棚　橋
岡　　愛

あい

華
か

 智樹 棚　橋

４月中に届出のあった方	（敬称略）

 名　前 年齢 字名
内山　 つ ９０ 川　口
北村　とめ ９２ 上久具
葊　　久 ７９ 注連指
堀之内ひ  ８８ 下久具
野呂　美保 ７６ 南中村
浦田　キクヱ ７５ 大久保

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo�.ne.jp

▶問合先
総務省地上デジタルテレビジョン
放送受信相談センター
（☎０５７０－０７－０１０１）

子育て支援情報 

地元産の新鮮な野菜
や新茶、花苗、手作り
お菓子などを販売して
います。

バザールわたらい産直市

▷開催日時　６月１５日（日）、７月６日（日）午前９時～１１時
▷開催場所　宮リバー度会パーク バザールわたらい
▷問 合 先　役場産業建設課（☎６２－２４１６）

●問い合わせは、町地域交流センター（☎63−00�0）
　または役場福祉保健課（☎6�−111�）まで●

遊・友・YOUくらぶ
７月　９日（水）

《ひよこグループ》
７月１０日（木）

《うさぎグループ》
時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放
毎週火・金曜日（７月１９日
（土）から８月３１日（日）
まで休み）
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

地区巡回広場わたぼうし
７月　３日（木）	一之瀬公民館
７月２３日（水）	町保健センター
７月２４日（木）	麻加江生活改善センター
７月２８日（月）	町保健センター
時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

創作活動室開放
（自由に遊んでいただけます）

月～金曜日
時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていない
　　　お子さん

平成23年
７月24日までに
地上アナログテレビ
放送は終了します

1� 広
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広報 わ
た
ら
い

宇治山田商業高等学校商業科２年生で陸上部に所
属し、さきの『美し国三重市町対抗駅伝』町の部で
区間賞を受賞した向井愛巳さん。
トラックレースでタイムを大幅に更新できるよう

に頑張ります。

★なぜ今の高校へ	
憧れの野口みずき選手の母校である山商の陸上

部で、陸上に励みたかったからです。
★学校生活は

勉強は難しいけど頑張っています。友人は高校
に入ってたくさんできました。
★クラブ活動は

キツイなぁと感じることはたくさんありますが、
自分を信じて走ることがすごく楽しいです。
★陸上を始めるきっかけとその魅力は

母に勧められたこともあり、中学校に入ったの
をきっかけに始めました。

素晴らしい先生や先輩に出会い、大会に出場し
たり、駅伝を走るようになり、惹かれていきました。
★美し国三重市町対抗駅伝の感想は

とにかく沿道の応援がすごくて、「頑張れ」の
声に励まされました。ラスト１㎞でのお母さんの
かけ声がたまらなく嬉しくて何よりも励みになり
ました。

とても良い経験ができました。
★将来の夢は

まだはっきりしていませんが、陸上に関わって
いきたいと思っています。
★度会町の好きなところは

山や川に囲まれて、自然豊かなところです。
気分転換に宮リバー度会パークに行くと、気持

ち良いですね。

今 月 の 表 紙

一
日
一
歩

度会町

町のうごき

2008/6	N
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広
報
わ
た
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は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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わ
た
ら
い
を
色
で
例
え
る
と
何
色
で
す
か
。
お
茶
、

豊
富
な
森
林
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
緑
」
と
答
え
る

人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

時
間
が
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
桜
が
満
開
に
咲

き
、
新
緑
か
ら
深
緑
へ
ま
ち
の
装
い
が
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
学
校
、
仕
事
。
環
境
の
大
き
く
変
わ
っ
た
皆

さ
ん
は
、
も
う
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
た
ま
に
は
、
ひ

と
息
つ
い
て
、
晴
れ
た
日
に
わ
た
し
た
ち
の
町
を
眺
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
青
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
癒
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、今
月
、私
は
ま
た
ひ
と
つ
歳
を
数
え
ま
す
。

時
間
が
流
れ
る
の
は
ほ
ん
と
に
早
い
も
の
で
す
ね
。

人　口	 男　４, ４２１	（＋　２）	出生　　５
女　４, ７３６	（－ ４）	死亡　 ６
計　９, １５７	（－ ２）	転入　２５

世帯数２, ７５９	（＋ ３）	転出　２６

平成２０年４月３０日現在
(　 ) 内は前月比

去る４月３０日、度会小学校５年生が、棚橋の水
田で田植えの体験学習を行いました。

山本充 さん（棚橋）をはじめ、地域の皆さんの
指導のもと、児童たちは苗の植え方を教わりました。

児童たちは泥だらけになって悪戦苦闘しながらも、
真剣なまなざしで苗を植えていました。

秋には稲刈り体験が予定されています。

向
む か

 井
い

　愛
ま な

 巳
み

 さん
（大野木）16歳◦A型

こ
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誌
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再
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紙
を

使
用

し
て

お
り

ま
す
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